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琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク 21 計画）の終期にあたって 

 
琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク 21 計画）は、ある時にはその恵みを享

受し、ある時にはその脅威に怯えながらも調和し、長い歴史の中で育まれてきた

「活力ある営みのなかで、琵琶湖と人とが共生する姿」を琵琶湖のあるべき姿と

して捉え、琵琶湖を健全な姿で次世代に継承していくことを基本理念とした、琵

琶湖の総合保全のための計画です。 

 

平成９年（1997 年）に琵琶湖総合開発特別措置法が終了した後、関係６省庁に

よる琵琶湖の総合的な保全のための計画調査を踏まえ、滋賀県はマザーレイク 21

計画を策定しました。2050 年頃の琵琶湖のあるべき姿を念頭に、2020 年の琵琶湖

の姿を計画目標に設定し、各種の取組を進めてきたところです。 

また、国民的資産である琵琶湖を健全で恵み豊かな湖として保全再生を図るた

め、平成 29 年（2017 年）に琵琶湖保全再生法が施行され、これを受け、県は法

第 3 条に基づき、琵琶湖保全再生計画を策定し、様々な施策を進めてきました。 

 

令和 2 年度（2020 年度）に、琵琶湖保全再生計画の第 1 期とマザーレイク 21

計画の計画期間が終期を迎えるのを機に、行政の施策については琵琶湖保全再生

計画に一元化します。 

一方、マザーレイクフォーラムをはじめとして協働で取り組んできた、県民、

事業者等のみなさんの主体的な取組については、「琵琶湖版 SDGs＝マザーレイク

ゴールズ（MLGs）」の取組に継承していきます。 

 

奈良時代、琵琶湖の洪水を軽減するために僧行基が大日山を開削し、瀬田川を

広げようと試みたと言われています。以来、1300 年余りの歳月が流れ、今、私た

ちは、新型コロナウイルスという未知、未曽有の感染症と対峙し、暮らし方や生

き方を根本から見つめ直す機会を与えられています。 

また、琵琶湖は、2 年連続の全層循環の未完了というアラームを発し、気候変

動の危機を私たちに教えてくれています。 

私たちの暮らしを、そして世界の変化を映す琵琶湖とそれを取り巻く環境の価

値が、今ほど重要になっている時はありません。 

 

この「琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク 21 計画）＜第２期改定版＞ふり

かえり報告書」により琵琶湖と琵琶湖に根ざす暮らしのあり方を顧み、そして、

未来を生きる子どもたちの命と暮らしを守る取組の一歩を踏み出してまいります。 
 
               滋賀県知事 
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第1章 総括 

第1章第1節 はじめに 

マザーレイク 21 計画では、平成 11 年度（1999 年度）から平成 22 年度（2010 年

度）までの期間を第１期、平成 23 年度（2011 年度）から令和２年度（2020 年度）

までの期間を第２期の計画期間として、2050 年頃の琵琶湖のあるべき姿を念頭に、

2020 年の琵琶湖の姿を計画目標に設定し、各種の取組を進めてきました。 

第１期の計画期間の終期を迎えるに当たり、琵琶湖を取り巻く環境は変化し、こ

のままでは 2050 年頃のあるべき姿は実現できないとの危機感のもとに、平成 23 年

（2011 年）10 月、第１期計画期間におけるマザーレイク 21 計画（以下「第１期計

画」という。）を大幅に見直し、改定版のマザーレイク 21 計画（以下「第２期計画」

という。）を策定しました。 

第２期計画では、新たな取組の方向性として、第１期計画の「水質保全」、「水源

かん養」、「自然的環境・景観保全」の三つの柱を「琵琶湖流域生態系の保全・再生」

として一つにまとめるとともに、暮らしを湖に近づけ、湖への関心や理解を深める

ことが必要であるとし、新たな柱として「暮らしと湖の関わりの再生」を位置付け

ました。更に多様な主体が「思い」と「課題」によってゆるやかにつながり、同時

に第２期計画の目標の達成状況を評価する際の参画の場として、マザーレイクフォ

ーラムを設立し、毎年開催する「びわコミ会議」の場で、PDCA サイクルに基づく進

行管理を行ってきました。そして、間もなく、令和２年度（2020 年度）末に第２期

計画の終期を迎えようとしています。 

琵琶湖の水は、その大部分が入れ替わるのに、およそ 20 年程度かかると言われて

います。その大きさゆえにゆっくり進む琵琶湖の変化を捉えるには、長期的な視点

が必要になります。一方で、微妙なバランスの上に成り立つ生態系は、環境のわず

かな変化にも影響を受け、時として、短期間のうちに急速に変化することもありま

す。 

本報告書では、第２期計画の終期を迎えるに当たり、次の新たな取組へとつない

でいくため、第２期計画のこれまでの取組や、琵琶湖の変化を、鳥瞰的な「鳥の目」、

精緻で複眼的な「虫の目」、時間の流れを感知する「魚の目」でふりかえることとし

ます。 

 

第1章第2節 琵琶湖の歴史とその価値（第２章） 

琵琶湖はわが国最大の湖で、その起源はおよそ 400 万年前までさかのぼることの

できる世界でも数少ない古代湖です。古代湖である琵琶湖では、その長い歴史の中

で、多くの生物が生命活動を続け、豊かな生態系を育んできました。 

琵琶湖の周辺に人々が生活し始めたのは、２万６千年前の後期旧石器時代からと

いわれています。以来、ある時にはその脅威に怯えながらも、人々は琵琶湖の恵み

を受けながら、琵琶湖との関わりの中で生活してきました。 
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古代湖として、また、人との共生関係の中で積み重ねてきた琵琶湖の長い歴史は、

琵琶湖の価値をより多面的で豊かなものにしてきたといえます。 

 

第1章第3節 琵琶湖における課題の変遷とこれまでの取組（第３章） 

 琵琶湖総合開発特別措置法と琵琶湖総合開発事業（第３章第１節） 

国や下流府県も巻き込んだ長年の議論の末、昭和 47 年（1972 年）に琵琶湖総合

開発特別措置法が制定され、下流の水需要にこたえると同時に滋賀県の地域開発を

目的として、「保全」、「治水」、「利水」を柱とする琵琶湖総合開発事業がスタートし

ました。 

昭和 47 年（1972 年）にスタートした琵琶湖総合開発事業は、25 年の歳月を経て、

平成８年度（1996 年度）末に終結しました。 

 

 琵琶湖の水質保全の取組（第３章第２節） 

県では、昭和 40 年代後半より、水道異臭味（カビ臭）の多発や南湖における水泳

場の閉鎖など、琵琶湖の水質汚濁の影響が顕在化してきたことから、その大きな原

因であった工場排水の規制を強化するため、昭和 46 年（1971 年）に水質汚濁防止

法の一律基準より厳しい排水基準を規定する「水質汚濁防止法第３条第３項の規定

に基づく排水基準を定める条例（上乗せ条例）」を制定しました。更に、昭和 47 年

（1972 年）には、県の公害防止条例（昭和 44 年（1969 年）制定）を全面改正し、

規制対象の拡大や規制項目の追加を行いました。 
しかし、公害防止条例の全面改正後も、高度経済成長と都市開発の進展に伴い水

質汚濁は進行しました。 

こうした状況に対して、県民の間では、琵琶湖の水質汚濁の進行に対する危機意

識が生じ、昭和 48 年（1973 年）頃から一部消費者によって、粉石けんを使用する

「石けん運動」などの琵琶湖の水質保全運動が自主的に始められました。更に、昭

和 52年（1977 年）には、富栄養化現象である淡水赤潮が琵琶湖で大規模に発生し、

人々に衝撃を与えます。その原因の一つが合成洗剤などに含まれる「りん」である

ことが知られるようになると、「石けん運動」は急速に広がりを見せ、昭和 53年（1978

年）、消費者団体や事業者団体、市町村等の各種団体が参加する「びわ湖を守る粉石

けん使用推進県民運動」県連絡会議（石けん会議）が結成されるに至りました。県

では、こうした運動の高まりを背景に、昭和 54 年（1979 年）、「滋賀県琵琶湖の富栄

養化の防止に関する条例（琵琶湖条例）」を制定し、昭和 55年（1980 年）７月１日

に施行しました。 

昭和 55 年（1980 年）には、県は「新琵琶湖環境保全対策（通称：びわ湖ＡＢＣ

（Access the Blue and Clean）作戦）」を策定します。昭和 47年(1972 年)に策定

した「琵琶湖環境保全対策」が、行政の施策を網羅した行政上の指針であったのに

対し、「びわ湖ＡＢＣ作戦」は、行政、県民、事業者が一体となって総合的かつ有機

的に取組を進めようとするものであり、琵琶湖の課題をそれぞれの立場で自らのも
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のとして捉え、「とりもどそう碧いびわ湖」のスローガンのもと、自治と連帯の輪を

広げ、県民総参加により環境保全を推進していこうとするものでした。 

昭和 50 年代後半から昭和 60 年代にかけて、琵琶湖の水質は、富栄養化防止条例

による排水規制や下水道整備の進展などにより、淡水赤潮の発生日数が減少するな

ど、一定の改善傾向を示しました。しかし昭和の終わり頃から平成にかけて、再び

悪化の傾向を示すようになり、特に南湖東岸部に多い湾入水域においては、湖水が

停滞しやすいなどの地形的要因もあいまって、アオコの発生が恒常化するなど富栄

養化の状態が続いていました。 

この頃より、それまでの対策の中心であった工場等からの排水規制や下水道整備

などといった点源負荷対策（特定汚濁負荷対策）だけでは、水質の改善が十分に進

まないことが明らかになりつつあり、点源負荷対策に加えて、農業排水や市街地排

水などの面源負荷対策や土壌・生物等の自然が有する機能を重視した対策を講じる

といった取組を進める必要が生じていました。こうした対策を進めるに当たっては、

対象となる農地や市街地が地域住民等の生活の場であることから、保全活動への地

域住民等の積極的な参画が重要となっていました。 

こうした状況の中、県を中心に近畿農政局や近畿地方整備局、関係市町村などの

行政機関で構成する「琵琶湖水質保全対策行動計画推進協議会」により「琵琶湖水

質保全対策行動計画」が策定されました。 

この「琵琶湖水質保全対策行動計画」では、面源負荷対策や自然の有する機能を

重視した対策等を地元市町村や地域住民と連携し、流域一体、官民一体となって進

めていくこととされました。 

これに前後して、平成８年（1996 年）には、水質汚濁が深刻な問題となっていた

赤野井湾の流域において、水質の改善や豊かな生態系の再生を目指して、地域住民

や自治会、各種関係団体、企業等が参加する「豊穣の郷赤野井湾流域協議会」が設

立されました。この「豊穣の郷赤野井湾流域協議会」は、流域を水環境保全の基本

的な単位として捉え、地域住民や各種関係団体等の多様な主体が参加する中で取組

を進めていこうとする県内初の流域協議会であり、後のマザーレイク 21計画（第１

期計画）における流域単位での取組の原型の一つとなるものでした。 

 

 マザーレイク 21 計画（第１期計画）（第３章第３節） 

琵琶湖総合開発事業では、琵琶湖の水資源の有効利用促進や、湖周辺の洪水、湛

水被害の解消等に一定の成果がありましたが、この時代、琵琶湖を取り巻く情勢の

変化等により、琵琶湖の水質をはじめとする自然環境は大きく変貌しつつあり、琵

琶湖の価値が損なわれるおそれが生じていました。 

これに対応していくため、県では、平成９年（1997 年）から２か年にわたって実

施された国の６省庁（国土庁、環境庁、厚生省、農林水産省、林野庁、建設省（い

ずれも当時））による「琵琶湖の総合的な保全のための計画調査」に基づき、平成 12

年（2000 年）３月に琵琶湖総合保全整備計画（マザーレイク 21計画）を策定しまし


